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ある。置換神学については、上坂昇『神の国アメリカの論理』明石書店、2008 年、70-86 頁参照。	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らの単語についても、宗教間対話が促進される現代にあって、「ヘブライ語聖書」という呼称が代替案と
して提示されている。「ローマの信徒への手紙」『日本版インタープリテイション』55 号、214 頁。 
3 ドイツ神学とアングロ・サクソン神学の対立については、山田耕太「イギリスの視点から」ジェームス・
























                                                                                                                                                     
意味で用いる。 




















































8 土岐健治『初期ユダヤ教の実像』新教出版社、2005 年、29 頁。 
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 本論文では、伝統的に「信仰義認論」の中心とされてきたガラテヤ書 2:16 およびローマ
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版社、2007 年、199 頁。 
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(2)	 20 世紀半ば以降	 ーサンダースの貢献ー	 
	 パウロと同時代のユダヤ教研究が進展するにつれ、キリスト教にとっては背景にすぎな
かったユダヤ教に関して、歴史的により正確な理解が進んだ32。特にパウロ神学の中心的





思想を再評価する動きがある。J.	 C.Beker,	 Paul	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 Apostle:	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 Triumph	 of	 God	 in	 Life	 and	 Thought	 




テイション』第 4 号、1990 年、山田耕太訳、30-56 頁、特に 36-38 頁。L.J.マーティンは、パウロ神学
においてユダヤ黙示思想は強かったが、同時代の他の伝道者たちには、黙示思想はあまりみられない、と








ある、とボヤーリンはいう。Daniel Boyarin, A Radical Jew: Paul and Politics of Identity,209-19.  






























                                                                                                                                                     
代文書資料もデジタルデータ化され、語彙検索や文法検索などデジタル・ツールの発達によって研究が飛
躍的に進められた成果であるともいえよう。たとえば死海文書は、小さな断片に至るまで出版されている。
Discoveries in the Judean Desert Series (Oxford University Press,1955-2009), 40 volumes. 
33 K.Stendahl, The Apostle Paul and the Introspective Conscience of the West, HTR,1963, 191-215. 


























                                                   




判を、サンダースは、「2正面作戦（war on two fronts）」という。Sanders, Paul and Palestinian Judaism ;A 
Comparison of Patterns of Religion, (Fortress, 1977),434-37. 
36 サンダースのパウロ解釈は、幅広い初期ユダヤ教研究に裏打ちされている。上掲書の副題 A Comparison 


























	 サンダースは、ジョージ・F.ムーア（George Foot Moore）に依拠しながら、19 世紀末の
F.ウェーバーによるユダヤ教の再構成を「ユダヤ教＝律法主義」の誤解の源泉に位置づけ
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している。Simon J. Gathercole, Where is Boasting (Grand Rapids:Eerdmans, 2002), 108-11. 
パウロの裁きの箇所として、たとえば「一人一人の仕事は明るみにされる」（Ⅱコリント書 3:13）。 
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きないとし、「参与論的終末論」（participationist	 eschatology）を提案した。Judaism, 549. 





51 Sanders, Paul andPalestian Judaism,510. 




















（3）「パウロ研究の新しい視点（New	 Perspective	 on	 Paul）」	 
	 サンダース以降「福音の対極としてのユダヤ教」「信仰による義認の対極としての行いに
よる義認」という枠組みをもう一度問い直す「パウロ研究の新しい視点（The	 New	 Perspective	 
on	 Paul）」と呼ばれる研究が進められる。サンダースの主張に対しては、そのユダヤ教理
解については好意的な反応が多いが、パウロ理解については厳しい批判がなされている57。	 
                                                   
53 Sanders, Paul and Palestian Judaism ,440，506. Sanders, Paul ,the Law and the Jewish People, 13.	  
54 サンダースの『パウロとパレスチナのユダヤ教』は 1985 年に独訳された。サンダースへのドイツ語圏
からの応答として、たとえば P.Stuhhlmacher, Revisiting Paul's Doctorine of Justification (Downers 
Grove: InterVarsity Press, 2001). 
55 サンダースが初期ユダヤ教の総括的特徴として提起した"covenantal nomism"については、批判もあ
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ムス DG ダン『新約学の新しい視点』山田耕太訳、すぐ書房、1986 年、53-57 頁。確かに、サンダース
は、パウロが「トーラーの行い」を非難している時に、パウロは一般的な「善い行い」を非難しているの
ではないことをサンダースが正しく認識していると、J.ダンは、サンダースをある面では評価している。 
59 Dunn, "The Theology of Galatians," in Jesus, Paul and the Law,242-64. 
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 J.ダンが否定した E.P.サンダースの参与論的終末論に新たな光を当てたのが、リチャー
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63 Richard B. Hays, The Faith of Jesus Christ: The Narrative Substructure of Galatians 3:1-4:11, 
2nd ed,209-29. 河野克也「訳者解説」リチャード・ヘイズ『新約聖書のモラル・ビジョン』、156 頁。 
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69 本論文の構成は、岩上敬人「ローマ人への手紙 3:20-22 の解釈とパウロ研究に関する新しい視点」、福
































































とを知った上で、「七十人訳聖書」と筆者は表記する。R. Timothy McLay,The Use of the Septuagint in 
New Testament Research (Eerdmans, 2003). 
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はじめに	 






















                                                   
71 「神（彼）の義」は、ローマ書中、ローマ書 1:17、3:5、3:21, 22,25,26、10:3（２回）に出てくる。
ピリピ書 3:9、Ⅱコリント書 5:21 参照.パウロ自身の「義」（義しいとされる）のガラテヤ書の用法として
は、ガラテヤ書 2:21、3:6,21、5:5。J.ダン『ガラテヤ書の神学』山内眞訳、新教出版社、1998 年、52 頁。 
72 R.Hays, "What is 'Real Participation in Christ'?," in Redefining First-Century Jewish and 
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Dictionary of the New Testament vol. 2 , ed.Gerhard Kittel, trans. G. W. Bromiley (Eerdmans, 1964), 
192-95. 荒井献監訳『新約聖書釈義辞典』Ⅰ巻、教文館、1990 年、375-380 頁。 







味として、レビ記 19:15、詩篇 50:6、イザヤ書 41:1、43:9、50:7-9、詩篇 7:8、9:7、50:6、























"Righteousness," in The New Dictionary of Theology (Notingam: InterVarsity, 1988). 
76 口語訳。以下、断りなき限り、旧約聖書の引用は口語訳より行う。 
77 David J.Reimer, "sdq,"in New International Dictionary of Old Testament Theology & Exegesis, vol. 
3., VanGemeren. Willam A. ed.,(Carlisle: Paternoster Press, 1996), 750.また義には、施しの意味もある。
G. Schrenk, "δικαιοσύνη," in TDNT2, 196; K.Berger, "Almosen für Israel,: zum Historischen Kontext der 
Paurishen Kollekte," in NTS23, 1976-77, 180-204, esp.183-92. 
78 出エジプト記 23:7、申命記 25:1、ミカ書 6:1、11:7,9、エゼキエル書 16:51。 


























                                                   
80 J. Dunn, The Theology of Paul The Apostle (Eerdmans, 1998), 341-42. 太田修司『パウロを読み直
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83 K. L. Onesti and M. T. Brauch, " Righteousness, Righteousness of God," in Dictionary of Paul and 
His Letters, eds. G.F. Hawthorone, R.P. Martin, and D.G.Reid ( InterVarsity Press,1993), 829. 
84 岩上敬人『パウロの生涯と聖化の神学』日本聖化協力会出版委員会、2010 年、189-191 頁。 
85 創世記 12 章、17 章、および申命記 4:32-40、6:10-12,20-23、7:6-8。 






に関係している。N.T.Wright,"Justification," in New Dictionary of Theology (Notingam: InterVarsity, 
1988). 
88	 岩上敬人「ローマ人への手紙 3:20-22 の解釈とパウロ研究に関する新しい視点」、福音主義神学会東部





複合した意味に使用される事実がある。N.T.Wright, "Righteousness, " in New Dictonary of Theology. 
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 Brown,	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 and	 Charles	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 eds.,	 (Oxford:	 Oxford	 University	 Press,	 1966),	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 in	 The	 Hebrew	 and	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 of	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 Old	 Testament,	 Ludwig	 Koehler,	 Walter	 Baumgartner,	 Johann	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 (Brill,	 





山本、5、6 頁。共同体への忠実については、K.	 Koch,	 "Art.	 sdq	 to	 be	 communally	 faithful,	 beneficial,	 
"in	 Theological	 Lexicon	 of	 the	 Old	 Testament,ed.	 E.	 Jenni	 and	 C.	 Westermann	 (Hendrickson	 
Publishers;	 2nd	 edition	 ,2004),1311-30. 
91 正義と正しさの両方の意味をディカイオスネーがもつことは、英訳時の困難をもたらす、とサンダー
スはいう。サンダースによれば、アングロ・サクソン語系の righteousness は動詞がなく、フランス語
系の justice との対応が問題になる。サンダース『パウロ』土岐健治・太田修司訳、教文館、2002 年、90-94
頁。 
92 J.A.Fitzmyer, Romans, Anchor Bible Commentary (Doubeday, 1992), 258-63. C.E.B.Cranfiled, A 
Critical Exegetical Commentary on the Epistle to the Romans, vol.1 ( T&T Clark, 1975), 96-99. 























                                                   
93 J.A.Ziesler, The Meaning of Righteousness in Paul (Cambridge: Cambridge University Press, 
1972). プロテスタントは、罪人に義が転嫁されるという解釈ととった。一方、カトリックは、罪人が実
際に義の存在に変わると解釈した。この点「義とされる」とは神の前に新しくされるという創造的なこと






ロを読み直す』キリスト教図書出版社、2007 年、97-100 頁、175 頁。第 2 バチカン会議以降、カトリッ
クとプロテスタント（ルター派など）の対話が進み、義認論についても共通項を探る動きがある。ローマ・
カトリック教会/ルーテル世界同盟『義認教理に関する共同宣言』教文館、2004 年。 
95 A. E. McGrath, “Justification,” in Dictionary of Paul and His Letters, 519ff, esp.522-23. A.E.マクグ



























                                                                                                                                                     
が与えられ、神の前における法的立場と関係を回復すると、カルヴィンは考えた。義認における法的な無
罪判決の意味および契約関係の意味の両方を強調したのが、カルヴィンであった。K.L.Onesti and 
M.T.Branch,"Righteousness,	 Righteousness	 of	 God,"	 in	 Dictionsry	 of	 Paul	 and	 His	 Letters,	 833-34.	 
McGrath,"	 Justification,"	 in	 Dictionary	 of	 Paul	 and	 His	 Letters	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 R.ブルトマン『新約聖書神学Ⅱ』川端純四郎訳、新教出版社、1966 年、183 頁。	 
98	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本基督教団出版局、1980 年、960 頁。 
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 37	 
２．釈義的考察	 
	 パウロのテキストの中でも、ガラテヤ書 2:16、ローマ書 3:20-22 を論じる。なぜなら、
この２つの箇所が、伝統的に「信仰義認論」の中心とされてきた箇所だからである。	 
(1)ガラテヤ書 2:16	 
	 	 該当テキストのギリシャ語およびその私訳は以下のとおりである。	 
	 
16a,  εἰδότες δὲ ὅτι οὐ δικαιοῦται ἄνθρω(ος ἐξ ἔργων νό6ου ἐὰν 6ὴ   	 	 
διὰ  (ίστεως Χριστοῦ Ἰησοῦ,  
16b, καὶ ἡ6εῖς εἰς Χριστὸν Ἰησοῦν ἐ(ιστεύσα6εν, 
16c, ἵνα δικαιωθῶ6εν ἐκ (ίστεως Χριστοῦ καὶ οὐκ ἐξ ἔργων νό6ου, 

















                                                   
115 R.Hays, Galatians, in New Interpreter's Bible Volume XI (Abingdon,2000), 236-39. 
116 山内眞『ガラテヤ人への手紙』、148 頁。 
























20 διότι ἐξ ἔργων νό6ου οὐ δικαιωθήσεται (ᾶσα σὰρξ ἐνώ(ιον αὐτοῦ, διὰ γὰρ 
νό6ου ἐ(ίγνωσις ἁ6αρτίας. 21 Νυνὶ δὲ χωρὶς νό6ου δικαιοσύνη θεοῦ 
(εφανέρωται 6αρτυρου6ένη ὑ(ὸ τοῦ νό6ου καὶ τῶν (ροφητῶν, 22 δικαιοσύνη 
δὲ θεοῦ διὰ (ίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ εἰς (άντας τοὺς (ιστεύοντας. οὐ γάρ ἐστιν 
διαστολή 
                                                   
118 サンダース『パウロ』、156 頁。 
119 ローマ書 5:9、6:7、Ⅰコリント書 6:11。 

















義）」は、ローマ書 3:21-26 に 4 回出ており、この章句の中心的主題である122。ここで、「神
の義」の啓示と人間が義とされることへの言及がローマ書 3:21 と 26 でなされていて、ロ
ーマ書 3:21-26 の部分全体を囲い込んでいる。ローマ書 3:21-26 部分の構造をみると、ロ
ーマ書 3:21-22 は、「神の義」の啓示と「イエス・キリストの信」の主題、続く 23-24 節は
「神の義」の啓示とキリストにおける贖いとの関係が論じられる。そして総括として、ロ
ーマ書 3:26 で、「神の義」の啓示とキリストの信による義認が論じられる。	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122 「神（彼）の義」は、ローマ書中、ローマ書 1:17、3:5、3:21, 22,25,26、10:3（２回）に出てくる。 
なお「義」（義しいとされる）のガラテヤ書の用法としては、ガラテヤ書 2:21、3:6、21、5:5。J.ダン『ガ



















	 以上のごとく、ローマ書 3:21 の「神の義」とは、キリストの十字架の死において顕され、
キリストの運命に与らせる神ご自身が信じる者たちを救う働きを意味する。	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(Interpretation58, 2004), 241-52; ブレンダン・バーン「ローマの信徒への手紙を解釈するー『新たな観
点』とそれを超えてー」『ローマの信徒への手紙』吉田忍訳、2006 年、46 頁、63 頁、日本版インタープ
リテーション 78 号。 
125 特にローマ書 10:15-16、15:21。Ross Wagner, Heralds of the Good News: Isaiah and Paul in 
Concert in the Letter to the Romans (Leiden: Brill, 2003), 160,333f. 太田修司『パウロを読み直す』キ
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129 Peter	 Stuhlmacher,	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 Letter	 to	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 Romans,	 A	 Commentary	 (Westminister:John	 Knox	 
Press,1994),89.	 N.T.Wright,Paul	 and	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 (Fortress,	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182 頁。平野保『新約神学の諸問題』教文館、1984 年、182-183 頁。 




























命記 32:4）。イザヤ書 49:7 では、「神の信」がイスラエルの選びと結び付けられ、選びの中にすでに神の
救いの約束が想定されている。パウロも、この旧約聖書の契約概念に基づいて「"πίστος"な神が契約を果
たして、人々を救う」という「義」理解をしていた。 
133 創世記 15:6、ローマ書 4:3,23。 
134 これは「義人ではなく、罪人を招くためにやってきた」（マルコ 2:17）というイエスの言動と重なる。 




の背景にあるのも愛である。ローマ書 5:8 参照。 
137 義人を義とする思想については、列王記下 10:9、歴代史下 6:23。 
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年、427 頁。 
140 ローマ書 3 章における不信心な者を義とする神の信について、岡村民子は、西田哲学の「逆対応」の





























                                                   
141 したがって、解決から窮状へと時系列を遡ってパウロは考えたというサンダースの説も、ライトは批
判している。N.T.Wright, Paul and The Faithfullness of God (Fortress, 2013),749f. 
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144 並木浩一『ヘブライズムの人間感覚』新教出版社、1997 年、148 頁。 
145 Ⅰコリント書 6:15-18a。1 世紀ギリシャ・ローマ世界におけるイデオロギーとしての「からだ」につ




147 Bruce Malina, The New Testament World:Insights from Cultural Anthropology, revised ed. (John 
Knox, 1993), 63-89. 
148 並木浩一『ヘブライズムの人間感覚』、149-150 頁。 
149 1 コリント書 12 章のキリストの体のメタファーについては、Timothy L.Carter, "Looking at the 
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Porter(Brill, 2008), 93-115. キリストのからだと個人性、共同体性の関連の研究は今後の課題である。 


























































	 手順として、最初に"(ίστις"について語義的検討を行い、パウロの"(ίστις Ἰησοῦ Χριστοῦ"
の文法的考察および研究史の確認をする。次に、ガラテヤ書 2:16、ローマ書 3:22 における
"(ίστις Ἰησοῦ Χριστοῦ"が、どのように機能しているかを論じる。 
	  
	 	 
                                                   
153 "πίστις Χριστοῦ"関連の表現については、3 つのパウロの手紙に合計 7 回出てくる。πίστις Ἰησοῦ 
Χριστοῦ ――ローマ書 3:2, ガラテヤ書 3:22。 πίστις Ἰησοῦ ――ローマ書 3:26 。πίστις Χριστοῦ Ἰησοῦ ――
























用法は、列王記下 12:16、22:17、エレミヤ書 5:1,3、ホセア書 2:22、ハバクク書 2:4 などに
みられる156。 
                                                   
154 プラトンにおいては、ピスティスは 4 つの知識の 3 段階目に属し、パウロのような「全面的な信頼」
という使い方はされていない。プラトン『国家』、511e。 
155“(ίστις," in Greek-English Lexicon of the New Testament and Other Early Christian Literature, 
Bauer, Arndt, 668-69.  R.Bultmann,“(ίστις," in Theological Dictionary of the New Testament, vol. 4 , 
ed.Gerhard Kittel (Eerdmans, 1964), 217-22. 荒井献、H.J.マルクス監訳『ギリシア語新約聖書釈義辞
典』3 巻、教文館、1995 年、121-128 頁。原口尚彰『パウロの宣教』教文館、1998 年、188-216 頁。原
口尚彰『ガラテヤ人への手紙』134 頁。原口尚彰『パウロにおけるイエス・キリストのピスティスの意義 
ローマ 3:22,26;ガラ 2:16;3:22;フィリ 3:9 の釈義的考察』、東北学院大学「人文学と神学 8 号」、2015 年、
19-20 頁。 
156 Francis Brown, S.R.Driver, and Charles A. Biggs, A Hebrew and English Lexicon of the Old 























	 パウロの"(ίστις Ἰησοῦ Χριστοῦ"における"Ἰησοῦ Χριστοῦ"は、属格形で表現されている。
文法的には、名詞クリストスの属格クリストゥーを、"(ίστις"の目的語と解すれば、"(ίστις"
                                                                                                                                                     
Johann	 Jakob	 Stamm,The	 Hebrew	 and	 Aramaic	 Lexicon	 of	 the	 Old	 Testament,Vol.1(Brill,	 
1996),64-65,68-69. 
157 申命記 6:2、詩篇 19:8-22。 
158 ネヘミヤ記 1:5、シラ書 2:15-16。 
159 J.Dunn, "Once More, ΠΙΣΤΙΣ ΧΡΙΣΤΟΥ," in Richard B. Hays, The Faith of Jesus Christ, 2nd 
edition, 252. 
160 第 4 マカベア書 15:24、16:22。原口尚彰『パウロの宣教』教文館、1998 年、196-197 頁。 
161“(ίστις," in Greek-English Lexicon of the New Testament and Other Early Christian Literature, 
Bauer, Arndt, 668-69.  R.Bultmann,“(ίστις," in Theological Dictionary of the New Testament, vol. 4 , 
ed.Gerhard Kittel (Eerdmans, 1964), 217-22. 荒井献、H.J.マルクス監訳『ギリシア語新約聖書釈義辞






ストの（もっている）信仰、信実」と訳せる。この論争は、目的語的な主張を faith	 in	 Christ
（キリストへの信仰）、主語的解釈を faithfulness	 of	 Christ（キリストの信実）と訳す
ため、しばしば"faith	 in	 /of	 "論争として、議論が分かれる163。主語的解釈か目的語的解








ラテヤ書 2:16、ピリピ 3:22 他）、キリストは信仰の主体ではなく客体であり、名詞"(ίστις"




ていると考えれば、"διὰ (ίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ "を「キリストへの信仰によって」ではな
く「キリストの信実によって」と訳すこともできるからである167。 






163 英語訳においても、多くが"faith in Jesus Christ"と訳す（たとえば、New International Version, 
English Standard Version, New King James Versionなど）。例外は、"faithfulness of Jesus Christ"（New 
English Translation）と"faith of Jesus Christ"（King James Version）である。 
164 サム上 21:3、王下 12:16、歴代上 9:22、ハバクク書 2:4、シラ書 46:15、ソロモン詩篇 8:28、ローマ
書 1:8,12、3:3、4:5,12,16、Ⅰコリント書 2:5、15:14,17、ガラテヤ書 2:16、ピリピ書 1:25、2:17、Ⅰテ
サロニケ 1:8、3:2,5,6,7,10、１ヨハネ 5:4、黙示録 13:10）。太田修司、32-59 頁。 
165 マルコ 11:22、使徒 3:16、エペソ書 3:12、ピリピ書 1:27、コロサイ書 2:12、Ⅱテサロニケ書 2:13、
黙示録 2:13、14:12。 







(3)	 解釈史169	 	 
(1)伝統的な解釈	 	 








"in	 Christo	 Iesu	 credere"との区別を廃棄した171。ルターの上記訳が、時代を下るにつれ
て人間側の信仰を救済の絶対条件としてきた172。	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 近年、英語圏を中心として、パウロの表現"(ίστις Ἰησοῦ Χριστοῦ"について主語的解釈
が積極的に主張されている。「イエス・キリストの信」と訳されるべき可能性は、19 世紀
末、ヨハネス・ハウスライターによって紹介された。彼の議論は、"ἐκ (ίστεως Ἰησοῦ"（ロ




くる順番とを、極めて重要視する。たとえば彼は、もし語順が" διὰ (ίστεως Χριστοῦ Ἰησοῦ" 
であれば「キリスト・イエスに対する信仰によって」と訳すことができるかもしれないが、
ローマ書 3:22 の実際の読みである" διὰ (ίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ" は、「イエス・キリスト
の信仰によって」以外の意味ではありえない、とハウスライターは主張する173。 
	 1950 年代、A.G.ヘバートとトーマス・トーランスは、"(ίστις Ἰησοῦ Χριστοῦ"の属格構
成が主語的であることの根拠を、パウロの語彙のヘブル的背景に求めた174。すなわち、ヘ





                                                                                                                                                     
間の態度、また神の救いの行為がそこにおいて人間に具現されるその人間の態度、それが＜信仰＞である」
とピスティスを人間の態度と説明している。R.ブルトマン『新約聖書神学Ⅱ』、183 頁。 




と R.ヘイズもいう。O. Schmitz, Die Christusgemeinschaft des Paulus im Lichte seines Genetivgebrauchs ,NTF 
1/2( Gütersloh: Bertelsmann, 1924), 117.	 R.Hays,	 The	 Faith	 of	 Jesus	 Christ,	 Ch4. 























                                                                                                                                                     
訳した。このように、バルトは「イエス・キリストの信」について、イエスの死が、神に対する人間の忠






キリスト論に触発されたものである。Thomas Torrance, “One Aspect of the Biblical Conception of 
Faith,” ExpTim 68 (1957), 111-14.よって、主語的解釈にバルトの説が影響したことは、一概に否定はで
きない。 
176 バーが批判したヘバートとトーランスの語源的推論とは、ヘブライ語の語根アーメンの基本的な意味
を「堅固さ」「現実さ」ととった上で、その概念を人間でなく、神に適用する推論である。James Barr, The 
Semantics of Biblical Language (Oxford University, 1961), 161ff, esp.187-205. Howard,“‘Faithfulness’ 
and ‘Faith,’ 374.なお、バーの見解については、R.Hays, The Faith of Jesus Christ,146. 太田修司「(ίστις 
Ἰησοῦ Χριστοῦ」『パウロを読み直す』、34-35 頁。 
177 特色ある研究として、H.リュングマンは、ラビ的ユダヤ教との論争に照らしてパウロのピスティスを
理解しようとした。Henrik Ljungman, Pistis (Glerop, 1964). G.テイラーは、ローマ法の養子縁組の制度
である fidei commissum（信託受遺）の暗示をガラテヤ書に読み取ろうとした。Greer M. Taylor, "The 
Function of ΠΙΣΤΙΣ ΧΡΙΣΤΟΥ in Galatians," JBL85,1966. 太田修司、34-35 頁。 
178 C. M. Taylor, “The Function of (ίστις Χριστοῦ in Galatians,” JBL 85 (1966), 58-76. G. Howard, 
“On the ‘Faith of Christ’,” HTR 60 ,1967, 459-65. 
179 ジョージ・ハワードは、争点となっている属格が Χριστοῦ ないしそれと同等のものである箇所を別
にして、24 箇所をピスティスの後に人または神の属格がくる用例として列挙している。そのうちの 20 箇
所はキリスト者の信仰、2 つはアブラハムの信仰(ローマ書 4:12, 16)、１つは信じる者だれでも(ローマ書
4:5)、そして１つは神の信実を指している(ローマ書 3:3) 。以上の用例から、"(ίστις "の後に属格の固有
名詞ないし代名詞が続く場合はどの場合にも、その属格は間違いなく主語的属格である、という。George 










(3)faith	 in	 /of	 論争	 ーJ.ダンと R.ヘイズー	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 以上の議論を踏まえ、"(ίστις"および"διὰ (ίστεως Χριστοῦ Ἰησοῦ"について、問題とな
るテキストの釈義を行う。 
 
                                                   
183 J.D.G.ダン『ガラテヤ書の神学』、69 頁。 
184 J.Dunn , "Once More, ΠΙΣΤΙΣ ΧΡΙΣΤΟΥ, " 256.	 他に、原口尚彰『ガラテヤ人への手紙』新教出版
社、2004 年、111-112 頁。なお、faith in /of の最近の議論を概観したものとして、Matthew C. Easter, 
“The Pistis Christou Debate: Main Arguments and Responses in Summary,” Currents in Biblical 
Reserch 9 (2010),33-47. 
185 太田修司は、"πίστις"が用いられるにしても「規定語を伴わないガラテヤ書 1:23、3:23, 25 などの絶










リトン、2014 年、481-493 頁、聖書学論集 46。 
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2．釈義的考察	 
	 (ⅰ)ガラテヤ書 2:16	 
16a,  εἰδότες δὲ ὅτι οὐ δικαιοῦται ἄνθρω(ος ἐξ ἔργων νό6ου ἐὰν 6ὴ   	 	 
διὰ  (ίστεως Χριστοῦ Ἰησοῦ,  
16b, καὶ ἡ6εῖς εἰς Χριστὸν Ἰησοῦν ἐ(ιστεύσα6εν, 
16c, ἵνα δικαιωθῶ6εν ἐκ (ίστεως Χριστοῦ καὶ οὐκ ἐξ ἔργων νό6ου, 
16d, ὅτι ἐξ ἔργων νό6ου οὐ δικαιωθήσεται (ᾶσα σάρξ. 
	 


















                                                   
186 J.Dunn, "Once More, ΠΙΣΤΙΣ ΧΡΙΣΤΟΥ," 3.4.先行する神の恵みの行為が、人間に応答としての信仰
と従順を求めるという「信仰」理解は以下にもみられる。ブルトマン『新約聖書神学 2』、115 頁以下、
146 頁、183 頁。ケーゼマン『新約神学の起源』、247 頁以下。Peter Stuhlmacher, "Gerechtigkeit Gottes 
bei Paulus," FRLANT 87 (Göttingen:Vandenhoeck & Ruprecht, 1965),226f.山内眞『ガラテヤ人への手
紙』日本キリスト教団出版局、2002 年、148 頁。 
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 また、目的語属格をとる立場の根拠として、J.ダンによれば、"διὰ (ίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ 









原口尚彰も、冗長という批判に対して「16 節 a は『人は』（三人称単数）という主体をと
って信仰義認論の原理を一般的に述べているのに対して、16 節 b は『私たち』という主語
をとり、パウロら初代教会の信仰者たちの一回的な回心行為について語っている」と、同
義反復ではないと主張する189。	 









                                                   
187 J.D.G.Dunn, "Once More, ΠΙΣΤΙΣ ΧΡΙΣΤΟΥ,"260ff. 
188 J.D.G.Dunn, "Once More, ΠΙΣΤΙΣ ΧΡΙΣΤΟΥ," 262. 
189 原口尚彰『パウロの宣教』教文館、1998 年、230 頁。 
190 ガラテヤ書1:6-9。使徒行伝24:14,22。J.ダン『ガラテヤ書の神学』、13頁。P. Stuhlmacher, "The Pauline 





「教師たち」(teachers)と呼ぶ。J.L. Martyn, "A Law-Obsevant Mission to Gentiles: The Background of 
Galatians," SJT38, 1985, 304-24. 
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重要性は認めていたのである。"διὰ (ίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ "と”ἐκ (ίστεως Χριστοῦ”を
「イエス・キリストへの信仰によって」「キリストへの信仰によって」と解釈するなら、パ
ウロの論点が見失われてしまう。	 














(2)	 ローマ書 3:20-22	 
	 次に、ローマ書 3:22 における前置詞句"διὰ (ίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ"について検討する。 
 δικαιοσύνη δὲ θεοῦ διὰ (ίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ εἰς (άντας τοὺς (ιστεύοντας. 
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 "(ίστις"（ピスティス）の絶対用法であるガラテヤ書 1:23、3:23、3:25 を検討する。なぜ
なら、太田修司が指摘しているように、"(ίστις"に規定語（「イエス・キリストの」、「神の」















ライターが述べたように、ギリシャ語 (ίστις は、「信実」(Treue) と「信仰」(Glaube) と
を区別していない。すなわち、両方の概念が、この一つの単語のうちに含まれている198。 
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201 信と従順については、D.G.Garlington,"The Obedience of Faith,"(Mohr,1991). J.Miller,Obedience of 
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204 Richard	 Hays,The	 Faith	 of	 Jesus	 Christ,166. 




ルド「キリスト教徒の友情」『フィリピ信徒への手紙』、69-91 頁、特に 87 頁。	 
207 参与について、D.M.Hay, Paul's Understanding of Faith as Participation, in Paul and His 
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 第２章では"(ίστις Ἰησοῦ Χριστοῦ"の概念を検討してきた。この句は、文法的には主語
的属格、目的語属格どちらもとれるので、それぞれの文脈から判断することになる。 
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216	 関根清三によれば、モーセ五書に限定すれば、狭義のトーラーの基本的な生活の座は裁判である、
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 ローマ書３章も、ガラテヤ書 2-3 章も、異邦人とユダヤ人との関係を論じる文脈の中に
あり、トーラーの行いでなく、キリストのピスティスによって義とされることを語ってい
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16a,  εἰδότες δὲ ὅτι οὐ δικαιοῦται ἄνθρω(ος ἐξ ἔργων νό6ου ἐὰν 6ὴ   	 	 
διὰ  (ίστεως Χριστοῦ Ἰησοῦ,  
16b, καὶ ἡ6εῖς εἰς Χριστὸν Ἰησοῦν ἐ(ιστεύσα6εν, 
16c, ἵνα δικαιωθῶ6εν ἐκ (ίστεως Χριστοῦ καὶ οὐκ ἐξ ἔργων νό6ου, 
16d, ὅτι ἐξ ἔργων νό6ου οὐ δικαιωθήσεται (ᾶσα σάρξ. 
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ち」とは、パウロの伝道とは独立に「異邦人に対し、律法遵守を宣べ伝えたものたち」であると主張し、
彼らを単純に「教師たち teachers」と呼ぶ。J.L. Martyn, "A Law-Observant Mission to Gentiles: The 
Background of Galatians," in SJT38 (1985), 304-24. 
250 ガラテヤ書 1:6-9。使徒行伝 24:14, 22。J.ダン『ガラテヤ書の神学』、13 頁。P. Stuhlmacher, "The 
















	 ガラテヤ書 2:16 の主節は「わたしたちもキリスト・イエスを信じたのである」(16b)の部
分であり、16 節の他の部分（16a,c,d）は、主節にかかる副詞節である。まず、16a の「キ

















                                                   
252 ガラテヤ書 2:12 以下。原口尚彰『ガラテヤ人への手紙』新教出版社、2004 年、108 頁。 
253 ἐὰν 6ὴ を主文全体の例外の意味にとる立場は、J.Dunn, Jesus, Paul, and the Law, 189-200. J.ダン『ガラ
テヤ書の神学』山内眞訳、新教出版社、1998 年、74 頁。F.	 Vouga,	 An	 die	 Galater,HNT	 10,（Tübingen	 
1998),	 65-126. 
254 太田修司「ローマ書におけるピスティスとノモス」、271-272 頁。 


























	 ローマ書 3:21 の「トーラーなしに」の句は「顕された」に係り、22 節の「イエス・キ
リストの信」をとおしてと並行関係にある。それゆえ、この「トーラー」も、「業績の原理」





























                                                   
257 J.Dunn, Romans, WBC, 38A,1988,165. 伝統的な「業績」としての理解は、たとえば、ケーゼマン
『ローマ人への手紙』岩本修一訳、日本基督教団出版局、1974 年、177-178 頁。P.アルトハウス『NTD
新約聖書註解 6 (ローマ人への手紙) 』杉山好訳、NTD 新約聖書註解刊行会、1974 年、173 頁。 
258 Dunn, Theology of Paul. N.T.Wright, "The Letter to the Romans: Introduction, Commentary, and 
Reflections," in The New Interpreter's Bible Vol.10 (Nashville: Abingdon, 2002), 460-61. Dunn, 
Theology of Paul, 118-19, 145, 353-69. バーンによればこの慢心が、アブラハムへの約束を通して異邦人
世界のために意図された神の恵みが実現する時を見誤らせた。ブレンダン・バーン「ローマの信徒への手
紙を解釈するー「新たな観点」とそれを超えてー」『ローマの信徒への手紙』吉田忍訳、ATD・NTD 聖






















げは罪であり、罪の力はトーラーです（1 コリント 15:56,57）」とある。 
	 両者は、パウロが矛盾したことを言っていたのにすぎないのか。どのように整合性をと
ることができるのか261。 
                                                   
259 Hans Hübner,	 Law	 in	 Paul's	 Thought,trans.James	 C.G.Greig(Edinburgh:	 T&T	 Clark,1984).Sanders,	 
Paul,	 the	 Law,	 and	 the	 Jewish	 People;J.Dunn,	 Jesus,	 Paul	 and	 the	 Law;	 Seyoon	 Kim,	 The	 Origin	 of	 
Paul's	 Gospel(Tübingen:Mohr,1984);	 Paul	 and	 the	 New	 Perspective(Grand	 Rapids:Eerdmans,2001). 
260 ローマ書 10:4 の「テロス」について「終わり」と解釈すると、トーラーは否定的な意味になる。こ
の箇所の解釈は、今後の課題である。Birne, Romans, 315f. 
261 この問題意識について、U.ヴィルケンズは、「パウロの義認論全体の理解は、律法に対する肯定発言
と否定発言の一致の問いにどう答えるかにかかっている」と自問している。U.ヴィルケンス「ローマ人
ヘの手紙」『EKK 新約聖書註解 Ⅳ/1』岩本修一訳、教文館、1984 年、190 頁。パウロは、ローマ書 7:7
で、トーラーと罪を同一視するような言及をした後、トーラー自体は「善であり、良いものである」（ロ
ーマ書7:12）という。ローマ書7:7以下のトーラーと自由、罪の関係は今後の研究課題である。John Ziesler, 


























                                                   
262 H.コンツェルマン『新約聖書神学概論』田川健三・小河陽訳、新教出版社、1981 年、282 頁。 
263 プレローマの原意は、満杯になるまで着実に満たされていく容器である。Gerhard Delling, "pleroma," 
in, TDNT, vol.Ⅵ,298-302. 
264 河野克也「パウロの『契約遵法主義』再考」『聖書的宗教とその周辺―佐藤研教授・月本昭男教授・
































ヤ教の共同体からパウロの諸教会を完全に分岐することを奨励していた、と主張する。Francis Watson, Paul, 




るパウロの見解を展開した。A.Segal, Paul the Convert, Ch4,160.また、ダンも、召命に重点を置く。J.Dunn, 


























                                                                                                                                                     




サレムに上ることは、聖書の預言の成就に他ならなかった。イザヤ書 66:20,5 およびゼカリヤ書 8:22-23。 




































275 ウィラード・M.スワートリー『平和の契約』、486-487 頁。J.ダン『ガラテヤ書の神学』、131 頁。J.
ダンは、ローマ書 5:1 について、義認は「神がかつて敵であった者に対して、平和の祝福を与えることを
意味する（ローマ書 5:10）」と述べる。そして、ここでいう「平和」が、ギリシャ的な戦争不在の意味で
はなく「より豊かなヘブライ的な概念であるシャロームに満ちている」という。J.Dunn,The Theology of 
Paul, 387. また、トウズも、ローマ書 3:20-22 について、神と人間との平和は、異邦人宣教と密接に結び
ついており、この平和が「トーラーの行い」によってではなく、「トーラーと関係なく」もたらされたと、
義認と平和の関連を論じている。Towes, Romans(2004), 93-4, 413-15.  
276 当時、ローマでは、クラウデオ帝によって、ユダヤ人退去命令が出され、異邦人によるユダヤ人差別、
反ユダヤ人感情の高まりがあった。F.F.ブルース『ローマ人への手紙』、15-16 頁。 
277 K.Stendahl, The Apostle Paul and the Introspective Conscience of the West, HTR,1963, 191-215. 




























































	 第２章では、"(ίστις Ἰησοῦ Χριστοῦ"の概念を検討してきた。この句は、文法的には主
語的属格、目的語属格のどちらもとれるので、それぞれの文脈から判断することになる。 
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278 Sanders, Paul and Palestinian Judaism :A Comparison of Patterns of Religion, 552. ローマ書に
おいて「信」と「義」のことばは 1-4 章に集中し、5-8 章では出てこない。5-8 章は、、神の霊とキリスト
者の結合が主張されている。両者は相互に代替的な用語である。しかし、代替的とは必ずしも別々のもの
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